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基準は20ミリ 
計画的避難区域＝強制避難 

特定避難勧奨地点＝避難する
かどうかは選択できる 

賠償の対象 

現在のところ、避難に関する賠償
は支払われていない 

• 避難費用（交通費、引っ越し代、宿泊費など） 
• 避難が理由の生命・身体的損害、検査費用 
• 精神的損害 
• 事業の減収・追加費用、資産価値の喪失 
 

現在の避難区域 

放射線管理区域は 
年間5.2ミリシーベルト 



  
土壌汚染 セシウム
137（kBq/m2） 

被ばく量 

特別規制ゾーン 1480以上   

移住の義務ゾーン 555以上 5ミリシーベルト以上 

移住の権利地域 185～555 1ミリシーベルト以上 

徹底的なモニタリ
ングゾーン 

37～185  0.5～1ミリシーベルト 

チェルノブイリの避難区域の設定 

出典：Vladimir P. MATSKO and Tetsuji IMANAKA(1997)：Legislation and Research Activity 
in Belarus about the Radiological Consequences of the Chernobyl Accident: Historical 
Review and Present Situationおよび2011年8月20日、イリーナ・ラブンスカ／グリーン
ピース・エクセター研究所主任研究員講演より作成 
 

日本の場合、計画的避難区域（20ミリ
シーベルト以上） 

日本の場合、特定避難勧奨地点（20ミリシーベルト以上） 
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現在の避難区域 

基準は20ミリ 
計画的避難区域＝強制避難 

特定避難勧奨地点＝避難する
かどうかは選択できる 

賠償の対象 

現在のところ、賠償は支払われ
ていない 

避難するかとどまるかは選択できる 
補償の対象に 

選択的避難区域を 
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「避難をしたくても避難できない」福島の実情 

 

なぜ「避難の権利」？ 
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避難を妨げている理由

はい いいえ どちらともいえない

自主避難に関するアンケート結果（2011年7月25日） 
フクロウの会、国際環境NGO FoE Japan実施 
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•当初から高い線量を示していたが、半年間放置 
•9月3日に説明会開催 
•「3.1μSv（注）を超過する箇所がないことから特
定避難勧奨地点は指定せず」→しかし、文科省が
実施した自動車サーベイでは、3.1μSv以上の場所
が多く見られていた 

•子ども・妊婦などがいる世帯についても同様 
•市は、市民に対して除染への協力をもとめた 
•多くの反発 
注）屋外16時間、屋内8時間、屋内は野外の0.4倍の線量で
あると仮定し、年20ミリシーベルトから導き出した屋外の
線量。放射線管理区域は、0.6μSvなので、その５倍以上と
なる 

福島市大波地区で生じたこと 



文科省HPより 

大波 自動車走行サーベイ結果 

自動車サーベイでは指定基準を超える箇所があった 
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市：避難は経済を縮小させる。除染を進めたい。住民も協力
してほしい。 

住民： 

• 「畑は４μを越える、畑で長い時間を過ごす人が多い。な
ぜ生活の場である畑を測らないのか？」 

• 「線量が下がってから測っている。指定されないのは納
得できない」 

• 「１ミリをもとに避難基準を設定すべきではないか」 

• 「子どもたちは既に内部被ばくをしている。すぐに避難
させて欲しい」 

• 「すべての子どもたちの避難に補償を出して欲しい」 

• 「山や畑の除染は丌可能ではないか？」 

• 「除染でさらに被ばくさせられるのは納得できない」 
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大波地区：結論ありきの住民説明会① 



住民：万が一、将来ガンになったときに、東
電は補償してくれるのか？ 

 

東電：因果関係が証明できない場合は、補償
しない。 
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大波地区：結論ありきの住民説明会② 



除染はどの程度、効果があるのか？ 
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大波地区放射能除染事業における大波小学校通学路の除染結果について（速報版） 

測定高50cm 放射線量の低下11.8％ 
測定高１ｍ 放射線量の低下 6.7％ 



伊達市 南相馬市 福島市大波 

勧奨地点
指定基準 

3.2μ Sv/h
以上 

3.0μ Sv/h
以上 

3.1μ Sv/h
以上 

子ども・ 
妊婦基準 

2.7μ Sv/h
以上 

で勧奨地点
指定 

2.0μ Sv/h
（50cm） 
以上で勧奨
地点指定 

2.0μ Sv/h
以上 
で除染 

3μSv/時（放射線管理区域の５倍）の被ばくを許容 

阪上武（フクロウの会）まとめ 

福島市：子ども・妊婦の基準を設けず、 
高い被ばくを許容 



測定 地  点 空間線量 積算線量 

国の測定 
6/24 

d12 福島市渡利 1.2μ Sv/h 7.8mSv 

市の測定 
6/17・20 

①平ヶ森 公務員アパート１号棟・２号棟間公園 3.30μ Sv/h － 

②平ヶ森 渡利山際集会所 3.26μ Sv/h － 

③平ヶ森 市住１号棟・２号棟間公園 3.83μ Sv/h － 

④平ヶ森 公務員アパート２号棟前 3.20μ Sv/h － 

⑤大豆塚 ゴミ集積場側溝枡 3.56μ Sv/h － 

国の測定 
自動車 

7/5～7/8 

平ヶ森 3.17μ Sv/h － 

来迎山 3.32μ Sv/h － 

弁天山 3.11μ Sv/h － 

7/24 除染モデル事業 

8/18～22 国による詳細調査（一部世帯のみ） 

10／8 説明会（一部世帯のみ） 

渡利地区の場合 



測定 地  点 空間線量 積算線量 

国の測定 
6/24 

d12 福島市渡利 1.2μ Sv/h 7.8mSv 

市の測定 
6/17・20 

①平ヶ森 公務員アパート１号棟・２号棟間公園 3.30μ Sv/h － 

②平ヶ森 渡利山際集会所 3.26μ Sv/h － 

③平ヶ森 市住１号棟・２号棟間公園 3.83μ Sv/h － 

④平ヶ森 公務員アパート２号棟前 3.20μ Sv/h － 

⑤大豆塚 ゴミ集積場側溝枡 3.56μ Sv/h － 

国の測定 
自動車 

7/5～7/8 

平ヶ森 3.17μ Sv/h － 

来迎山 3.32μ Sv/h － 

弁天山 3.11μ Sv/h － 

7/24 除染モデル事業 

8/18～22 国による詳細調査（一部世帯のみ） 

10／8 説明会（一部世帯のみ） 

半年も放置・除染後に詳細調査 

詳細調査は一部地域にとどまる 

説明会も、詳細調査を行った世
帯のみに通知 

渡利地区の場合 



文科省HPより 

渡利の場合・・・ 



国による特定避難勧奨地点検討の
ための詳細調査への疑問 

 

• 渡利地区の全域を測定したものではない 

• 除染直後の測定 

• 屋外のみの測定 

• 生活の実態に即したものではない 

• 土壌汚染については考慮に入れず 
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市民団体による放射能汚染調査 
（空間線量と土壌汚染調査） 

 

• 福島老朽原発を考える会（フクロウの会）、
FoE Japan（フレンズ・オブ・ジ・アース・
ジャパン）が、神戸大学の山内知也教授 

（放射線エネルギー応用科学）に依頼 

• 9月14日に渡利地区の放射能汚染調査を実施 

• 空間線量と土壌汚染 
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空間線量の調査結果（調査日：2011年9月14日） 



50cm線量で2.7μSv/h 
1cm高で10μSv/hを超える
地点も 

測定した10箇所中、４箇所
において、50cm高
2.0μSv/hを超える地点 

通学路西側住宅前雨水枡
において、1cmの線量で
22.6μSv/h 



水路：1mで3.87μSv/h、50cmで
5.30μSv/h，1cmで9.80μSv/hな
どの高い値 



用水路脇の家の庭の奥では、
50cmで4.8μSv/h、1mで2.7μSv/h 



郊外の住宅近くの駐車場では、
1m高3.0μSv/h、50cm高3.8μSv/h
を記録 



さらに深刻な土壌汚染の実態･･･ 
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福島市小倉寺稲荷山 

46,540Bq/kg （6月） 

239,700Bq/kg（9月） 

福島市渡利八幡神社（9月）
 157,274 Bq/kg 

福島市薬師町 

町内の水路（9月） 

 307,565Bq/kg 

民家の庭（9月）  

 38,464 Bq/kg 

渡利小学校通学路脇雨水枡
（9月） 

98,304 Bq/kg 



福島市小倉寺稲荷山 

●46,540Bq/kg＝931kBq/m2 （6月） 

●239,700Bq/kg＝4,794kBq/m2（9月） 

●福島市渡利八幡神社（9月）
 157,274 Bq/kg＝3,145 kBq/m2 

福島市薬師町 

●町内の水路（9月） 

 307,565Bq/kg＝6,151 kBq/m2 

●民家の庭（9月）  

 38,464 Bq/kg＝769 kBq/m2 

●渡利小学校通学路脇雨水
枡（9月） 

98,304 Bq/kg＝1,966 kBq/m2 

●：避難の権利ゾーン：185～555 kBq/m2 

●：避難の義務ゾーン：555 kBq/m2～1480 kBq/m2 

●：特別規制ゾーン：1480kBq/m2以上 

 



調査結果から① 

• ５ヶ所中４ヶ所において、チェルノブイリの特別規制
ゾーンに相当し、残り１ヶ所も移住の義務ゾーンに相当
するという驚くべき調査結果 

• 小倉寺では６月の調査と同じ場所の土壌を採取したが、
６月よりも放射能濃度が大きく上がっていた。 

– 周囲を山林で囲まれた地形の特性から、雨により放
射能が拡散する効果は期待できず、逆に周囲の山林
から、常に放射能を含む土壌が供給され、それが集
積することによるもの 

– 渡利の他の測定点でも、同様にして放射能濃度が高
まっていった？ 
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調査結果から② 

• 通学路脇の雨水枡周辺、乾いた水路、神社の境内など、
子どもたちが通ったり、遊び場にしたりする場所におい
て、チェルノブイリの特別規制ゾーンに相当する土壌汚
染が見つかった。 

• 上記の通学路脇の雨水枡周辺は、福島市が除染モデル事
業を行った通学路であり、泥すくいが行われた側溝の反
対側であった。 

• 小倉寺を除く４ヶ所は、国が特定避難勧奨地点の検討に
際して詳細調査を行った区域の外であった。 
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国・市：「特定避難勧奨地点指定はせず」として除
染計画を説明 

住民側： 

「詳細調査は、一部地域のみ。全世帯を調べてほし
い」 

「南相馬市などでは、毎時３．０マイクロシーベル
ト／時以下でも指定されている。なぜ、福島市では
指定しないのか？」 

「１０マイクロシーベルト以上で、線量計が振り切
れる箇所があちこちにある」 

「全世帯むけの説明会を、再度開催してほしい」 
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10月8日の渡利・小倉寺向け説明会 



議論は５時間に及んだが、結局時間切れ。 

 

国・市は、特定避難勧奨の指定、再度の計測、子ど
も・妊婦基準の設定、特定避難勧奨の指定見送りに
ついての全渡利向けの説明会の開催などについて、
実質的な回答は何一つ示さず。 

 

「除染は最優先で実施する」 

：大波地区で数か月かかる。渡利地区はその２００
倍もの規模。仮置き場も決まっていない。 
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10月8日の渡利・小倉寺向け説明会 



「避難区域」外の住民はいま 
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• 住民の流出を恐れ、避難を「タブー」視する自治
体…「除染」キャンペーン 

• 根拠のない安全神話 

• 広がる意識のギャップ 

• 半年も開かれなかった説明会…一方的に「避難勧
奨地点には指定せず」の通告 

• 高い線量下で、丌安をかかえた生活 

…子どもも、妊婦も区別なし 

• 除染への協力を求められるが、 

• 補償のあてはなし（自主避難も、将来の健康被害
も…） 
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「渡利の子どもたちを守れ！」 

①特定避難勧奨「地域」設定、 

②再調査の実施 

③子ども・妊婦基準の設定 など 

 10月3日に有志により提出 

～渡利・小倉寺・南向台の113筆の連名 

 10月8日に追加署名提出 

～渡利・小倉寺・南向台：302筆 

～全世界から：4,174筆 
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住民による要請書 



• 特定避難勧奨の地域指定により、「選択
的避難区域」の確立を 

• 子ども・妊婦の避難促進を。尐なくとも、
避難しやすい環境を 

• 自主的避難にも、残った人たちにも、そ
れぞれ賠償を 
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渡利の問題は、日本の問題 


